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１．概要（Summary） 

持続可能な社会を実現するために、バイオマスの高度

利活用展開が求められている。植物バイオマスの変換・

利用のにおいて、微粉末化、分散、溶媒への溶解は重要

なステップである。本課題ではバイオマスを溶解あるいは

分散した溶液を調製し、含有されるバイオマス粒子につ

いて粒子径やゼータ電位などの基盤情報を整理すること

で、バイオマス変換・利活用法開発のための基礎知見を

得ることを目的として、京都大学ナノテクノロジーハブ拠点

の設備を利用して特性分析を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ゼータ電位・粒径測定システム 

 

【実験方法】 

植物バイオマスの固体試料を微粉砕処理し、溶媒中に溶

解あるいは分散した溶液を調製した。これをナノテクノ

ロジーハブ拠点の大塚電子社製 ゼータ電位・粒径測

定システムを用いて、粒子径分布およびゼータ電位測

定を行った。安定的で信頼性の高いデータ取得のため、

分析条件検討を行い、種々の試料について測定を実施

した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

植物バイオマスの変換法開発において、前処理や抽出、

誘導体化などの工程は重要である。本課題では、植物バ

イオマスの固体試料を微粉砕処理し、溶媒中に溶解ある

いは分散した溶液について、濃度、溶媒条件、pH、温度

などのパラメータを検討し、それぞれ粒子径分布および

ゼータ電位測定を行った。試料の粒子径分析から原料と

前処理法の相違による溶解性・粒子径への影響、ゼータ

電位測定から分散性の良い条件に関するデータが得ら

れた。バイオマスは将来の低炭素社会を実現するための

有望な資源である。本研究では、植物バイオマスの有効

な利活用技術開発における基礎知見となった。 
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